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巻頭図版3

八足門前調査区全景（柱3箇所の出土状況）
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宇豆柱底面出土の新
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『全輪御造営差図』（千家尊祐氏所蔵）
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巻頭図版6

『絹本著色出雲大社井神郷因』（重要文化財・千家尊祐氏所蔵）



巻頭図版7

『紙本署色杵築大社近郷絵図』（島根県指定文化財・北島英孝氏所蔵）



平成12年4月、出雲大社境内から巨大神殿の御柱が顕現し、当時、全国のトッ

プを飾るニュースとなり、考古学をはじめ、文献史学、建築史学といった研究者

はもちろんのこと、全国民の注目を集めました。

これまで、大社町は出雲大社の門前町として、長い歴史を経て発展し、歴史を

彩る有形無形の文化遺産が数多く伝えられてきました。

特に、日本の神社を代表する出雲大社は世界に誇る文化遺産であり、現在もな

お日本人の心の象徴として篤い信仰を集めておりますが、今回の御柱の顕現によ

り、改めて出雲大社の長い信仰の歴史が明らかとなりました。

このように、本町には、出雲大社をはじめとする全国あるいは世界に情報発信

できる大いなる遺産があり、正に島根の歴史と文化の宝庫と言えます。そして、

古代から現代に至る各時代において、常に「神話の国しまね」のシンボルとして

燦然と輝いており、さらに年間200万人を越える人々を迎える県内随一の観光地で

もあります。こうした背景から、島根の歴史と文化の展示・研究施設である県立

古代出雲歴史博物館が大社の地に建設されることとなり、この決定を契機として、

本町では博物館を核にした新たな歴史文化都市として、また、「島根の顔」として、

まちづくりの再編整備を推進していくことにしています。

こうしたことから、この度の報告書の発刊は実に時機を得たものであり、これ

からの歴史と文化を活かしたまちづくりを進める上で、大変貴重な基礎資料にな

るものと確信しております。

今回の発掘調査及び本書の刊行にあたり、格別のご配慮をいただきました出雲

大社に深く感謝申し上げるとともに、調査指導をいただいた出雲大社境内遺跡発

掘調査指導委員会、文化庁、島根県教育委員会を始め、執筆をいただいた諸先生

方に対して心からお礼申し上げます。

最後になりましたが、本書が地域の歴史と文化財保護に対する理解と関心を高

めるための一助となれば、幸いに存じます。

平成16年（2004）3月

大社町長　田　中　和　彦



例

1．本書は、1999年（平成11年）9月から2002年（平成14年）まで4ヵ年にわたり大社町教育委員

会を調査主体として実施した島根県簸川郡大社町出雲大社境内遺跡の発掘調査報告書である。

2．調査組織は次の通りである。（職名等は当該年度のものである）

○平成11年度（発掘調査：受託調査）

事　務　局　　阿部和男（大社町教育委員会教育長）、内藤秀雄（同教育文化課長）、影山雅夫

（同教育文化課課長補佐）、加村健悟（文化振興係長）、大梶智徳（文化振興係

主事）

調　査　員　　杉原清一（島根県文化財保護指導委員）、藤原友子（三刀屋町文化財専門委

員）、景山真二（文化振興係主任）

技術指導　　原田敏照（島根県埋蔵文化財調査センター主事）、岩橋孝典（島根県埋蔵文化

財調査センター主事）、松尾充晶（島根県埋蔵文化財調査センター主事）、大野

芳典（島根県埋蔵文化財調査センター補助員）

○平成12年度（発掘調査：国庫補助内容確認調査）

調査指導　　渡連貞幸（島根大学教授）、井上寛司（大阪工業大学教授）、浅川滋男（奈良国

委員会委員　立文化財研究所遺構調査室長）、藤澤　彰（芝浦工業大学助教授）・椙山林継

（国学院大学教授）、藤間亨（大社町文化財保護審議会会長）

指導助言　　岡村道雄（文化庁文化財主任調査官）、坂井秀弥（文化庁文化財調査官）、臼杵

勲（文化庁文化財調査官）

事　務　局　　阿部和男（大社町教育委員会教育長）、内藤秀雄（同教育文化課長）、吉田明弘

（同教育文化課課長補佐）、加村健悟（同文化振興係長）、稲根克也（同文化振

興係主任）

調　査　員

技術指導

景山真二（大社町教育委員会文化振興係主任）、石原聡（同文化振興係嘱託）

松尾充晶（島根県埋蔵文化財調査センター主事）

○平成13年度（発掘調査：国庫補助内容確認調査）

調査指導
委員会委員

指導助言

事　務　局

調　査　員

技術指導

渡連貞幸（島根大学教授）、井上寛司（大阪工業大学教授）、浅川滋男（鳥取環

境大学教授）、藤澤　彰（芝浦工業大学助教授）、椙山林継（国学院大学教授）、

藤間亨（大社町文化財保護審議会会長）

禰宜田佳男（文化庁文化財調査官）、加藤真二（文化庁文化財調査官）

阿部和男（大社町教育委員会教育長）、山崎勝（同教育文化課長）、吉田明弘

（同教育文化課長補佐）、加村健悟（同教育文化課主査）、景山真二（同社会教

育係主任）、大梶智徳（同社会教育係副主任）、手銭誠（同社会教育係主事）

石原聡（大社町教育委員会社会教育係主事）

松尾充晶（島根県埋蔵文化財調査センター主事）



○平成14年度（発掘調査：国庫補助内容確認調査）

調査指導　　渡連貞幸（島根大学教授）、井上寛司（大阪工業大学教授）、浅川滋男（鳥取環

委員会委員　境大学教授）、藤澤　彰（芝浦工業大学教授）、椙山林継（国学院大学教授）、

藤間亨（大社町文化財保護審議会会長）

事　務　局　　阿部和男（大社町教育委員会教育長）、吉田明弘（同教育課長）、吉川浩（同教

調　査　員

技術指導

育課課長補佐）、景山真二（同社会教育係主任）、大梶智徳（同社会教育係副主

任）

石原聡（大社町教育委員会社会教育係主事）

松尾充品（島根県埋蔵文化財調査センター主事）

○平成15年度（報告書作成）

事　務　局　　阿部和男（大社町教育委員会教育長）、吉田明弘（同教育課長）、吉川浩（同教

育課課長補佐）、内藤直久（同社会教育係長）、大梶智徳（同社会教育係主任）、

広沢陽子（同社会教育係副主任）

調　査　員　　景山真二（大社町教育委員会社会教育係主任）、石原聡（同社会教育係主事）、

露梨靖子（同社会教育係嘱託）

3．作　業　員

【発掘作業員】

青戸延夫、安立一男、五十嵐知子、池田幸申、板垣将信、糸賀司、糸原幸子、稲田陽介、上田

忠、小川年秋、小川澄恵、奥井惣市、影山嘉一、春日昭二、嘉藤実、上川梨恵、鐘築幸男、小玉

周平、桜内淳、昌子良書、高崎直俊、手銭誠、土肥源市、永井宏子、中島高明、中筋隆仁、中山

久夫、新田幸男、新田裏道、林秀樹、平等一成、平等亘、福江孝夫、福島美知子、藤原由市、祝

部儀三郎、松浦弘、馬庭真由子、馬庭志麻、三原節夫、山根知雄、吉川幸男

【整理作業員】

石川真由美、江角ひろみ、加藤秀樹、坂根喜世美、清水作、山根寿美子、山根利江、渡部怜美

4．本書の刊行にあたり、次の方々から玉稿をお寄せいただいた。記して敬意を表する（順不同、

敬称略）

渡連貞幸（島根大学）、井上寛司（大阪工業大学）、椙山林継（国学院大学）、浅川滋男（鳥取環

境大学）、藤澤彰（芝浦工業大学）、光谷拓実（奈良文化財研究所）、今村峯雄・坂本稔（国立歴

史民俗博物館）、中村俊夫・丹生越子（名古屋大学年代測定総合研究センター）、小口千明（国際

農林水産業研究センター）、朽津信明（東京文化財研究所）、北野信彦（くらしき作陽大学）、高

安克己（島根大学汽水域研究センター）、渡辺正巳（文化財調査コンサルタント株式会社）、小椋

純一（京都精華大学）、古野毅（島根大学）、落合俊夫・櫻井剛（島根大学総合理工学研究科）、

藤井宏和（大和地質研究所株式会社）、本田卓・山口新吾（日立エンジニアリング株式会社）、吉

川英樹・上野健一・油井三和（核燃料サイクル機構）、塚本敏夫（財団法人元興寺文化財研究

所）、佐藤宏介・金谷一郎（大阪大学）



5．本書の刊行にあたって次の方々及び諸機関にご協力を頂いた。記して謝意を表する。（敬称略、

順不同）

出雲大社・文化庁・島根県教育委員会・島根県埋蔵文化財調査センター・島根県古代文化セン

ター・北島国造家

千家尊祐・千家達彦・千家隆比古・千家和比古（出雲大社）、北島英孝・北島建孝（北島国造

家）、町田章・高妻洋成・肥塚隆保（奈良文化財研究所）、小野正敏（国立歴史民俗博物館）、徳

岡隆夫・竹広文明（島根大学）、田中義昭、宮本長二郎（東北芸術工科大学）、辰巳和弘（同志社

大学歴史資料館）、上田正昭、和田嘉宥（米子工業専門学校）、那須孝悌（大阪市立自然史博物

館）難波洋三（京都国立博物館）、西澤英和（京都大学）、岩永省三（九州大学）、川越哲志（広

島大学）、渡辺晶（竹中大工工務店）、八峠興（鳥取県埋蔵文化財センター）、勝部昭、宍道正

年・上部吉博・西尾克己・松本岩雄・内田律雄・内田融・足立克己・広江耕史・椿真治・池測俊

一・守岡正司・錦田剛志・品川知彦・岡宏三・佐伯徳哉・伊藤徳広（島根県教育委員会）、中村

唯史（島根県立三瓶自然館）、野津旭、飛田恵美子

6．本書の執筆者については、目次に記す。

7．写真については、松尾・景山・石原が撮影した。なお、写真の一部は奈良文化財研究所牛嶋茂

氏、西大寺フォト杉本和樹氏に撮影を依頼した。

8．遺構図面のうち、拝殿建設に伴う調査に関わるものについては、『故島根大学名誉教授山本清

考古資料』（島根県埋蔵文化財調査センター保管）から借用して、加筆・掲載した。

9．遺構図面のうち、第6章第65図・第66図・第68図・第69図・第70図・第71図・第75図・第76

図・第84図・第85図・第86図については、財団法人元興寺文化財研究所に委託して作成した3次

元計測図面を使用した。なお、第23章第204～206図で使用されている図面は、現地で実測した図

面を使用している。

10．挿図中に図示した北方位および平面直角座標系のⅩY座標は、日本測地系による測量法第3座

標系の座標北および軸方位を示す。

11．表記に用いた遺構略号は以下のとおり。

SB：建物　SD：溝　SK：土坑　SX：その他の遺構

ただし、特別に調査当時から遺構名称を付し、遺構略号を用いていない遺構もある。

12．本遺跡の出土品は出雲大社、図面・写真類は大社町教育委員会で保管している。

13．本書で用いた土器の分類及び編年観は基本的には下記の各論文・報告書等に依拠している。

（1）弥生土器

弥生土器には松本岩雄氏の編年を用いたが、松本編年のⅤ－4様式については、鹿島町南講

武草田遺跡編年を用いた。



松本岩雄1992「出雲・隠岐地域」『弥生土器の様式と編年一山陽・山陰福一』木耳社

鹿島町教育委員会1992『講武地区県営圃場整備事業発掘調査報告書5　南講武草田遺跡』

（2）古墳時代の土師器

古墳時代前期から中期にかけては、草田編年と松山智弘氏の編年を主に用いた。また、後期

については、共伴する須恵器の年代に拠った。

花谷めぐむ1987「山陰古式土師器の型式学的研究一島根県内の資料を中心にして－」『島根考古学会誌』第4集

島根考古学会

鹿島町教育委員会1992『講武地区県営圃場整備事業発掘調査報告書5　南講武草田遺跡』

松山智弘1991「出雲における古墳時代前半期の土器の様相一大東式の再検討－」『島根考古学会誌』第8集　島

根考古学会

松山智弘　2000「小谷式の再検討一出雲平野における新資料から－」『島根考古学会誌』第17集　島根考古学会

（3）須　恵　器

須恵器編年は大谷晃二氏の編年に拠るが、8世紀以降の年代観については、柳浦俊一氏の編

年、安来市高広遺跡編年、松江市国庁跡編年を参考とした。

大谷晃二1994「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌』第11集　島根考古学会

大谷晃二1997「出雲地方の須恵器編年表」『第7回山陰横穴墓調査検討会　出雲の横穴墓－その型式・変遷・地

域性－』出雲横穴墓研究会

柳浦俊一1980「出雲地方における歴史時代須恵器の編年試論」『松江考古』第3号　松江考古学談話会

島根県教育委員会1984『高広遺跡発掘調査報告書一和田団地造成工事に伴う発掘調査－』

松江市教育委員会1971『出雲国庁跡発掘調査概報』

（4）製塩土器

製塩土器は、飛田恵美子氏の分類を参考にした。

飛田恵美子　2002「山陰地方における製塩土器について」『出雲古代史研究』第12号　出雲古代史研究会

（5）中世土師質土器

土師質土器は、出雲平野の当該期の遺跡である出雲市蔵小路西遺跡と出雲市古志本郷遺跡の

編年などを参考にした。

島根県教育委員会1999『蔵小路西遺跡　一般国道9号出雲バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書2』

島根県教育委員会1999『斐伊川放水路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ　古志本郷遺跡I』

中世土器研究会1995『概説　中世の土器・陶磁器』真陽社

八峠　興　2001「柱状高台考」『中世土器研究論集一中世土器研究会20周年記念論集一』中世土器研究会

（6）陶　磁　器

陶磁器は、九州近世陶磁学会の分類などを参考にした。

中世土器研究会1995『概説　中世の土器・陶磁器』真陽社

九州近世陶磁学会　2000『九州陶磁の編年一九州近世陶磁学会10周年記念－』

横田賢次郎・森田勉1978「大宰府出土の輸入陶磁器について」『九州歴史資料館研究論集』4　九州歴史資料館

森田勉1982「14～16世紀の白磁の分類と編年」『貿易陶磁研究』No．2　貿易陶磁研究会

国立歴史民俗博物館1993『日本出土の貿易陶磁』

（7）銭　　　貨

銭貨は、永井久美男氏の分類を参考にした。
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第1章　位置と環境

第1節　地理的環境

1．遺跡の位置

出雲大社境内遺跡は、出雲大社の境内（島根

県簸川郡大社町大字杵築東）に所在する。

遺跡の所在する大社町は、島根半島の西端部

の山地とその南に接する出雲平野の北西部から

なり、平野部の海岸沿いには砂丘が南北に延び

ている。出雲平野は、北を島根半島北山山系、

南を中国山地、西を日本海、東を宍道湖に囲ま

れた東西約20km、南北約5kmの県内最大の平野

で、有数の穀倉地帯として知られる。

この平野のなかほどに、出雲市とその東にあ

る斐川町の間を一級河川の斐伊川が流れる。斐

伊川は島根県の山間部の横田町に源があり、北

上して出雲平野に流れ出た後、東へ流れを変え

て宍道湖にそそぐ。また、島根県の山間部の赤

木町に源をもっ神戸川は、大社町の南西端、出

雲市との境界に河口があり日本海に流れ出る。

遺跡が位置するのは出雲平野の中でも北西端、

日本海（大社湾）から東へ約1．2km、北山山系

に接する地点に位置する。

写真1　大社町全景（南東上空より）

ー1－

2．遺跡の範囲

遺跡台帳に登録される本遺跡の総面積は、現

在の「荒垣」に囲まれる範囲の27，100I迂である。

ただし、荒垣の外側でも遺物が出土しており、

遺跡の範囲はさらに周辺へと広がる可能性が高

い。

写真2　出雲大社境内（南上空より）

3．出雲大社の地理的基盤

出雲大社本殿が鎮座する境内地は、北山山系

の谷間に位置し、三方を山で囲まれ南に開けて

出雲平野を望む。境内地の北に禁足地である八

雲山を控え、東西にそれぞれ亀山、鶴山を配す。

これらの山と山の間に流れる吉野川（能野川）

と素鷲川による扇状地に立地している。

遺跡所在地を含む出雲平野のほとんどは縄文

時代の海進期には海域であったが、縄文後・晩

期以降の海退と、三瓶山の噴火活動、二大河川

である斐伊川・神戸川の沖積作用などによって

平野が形成されていく。平野中央部が形成され

始めたのは、遺跡の分布状況や地質学的研究か

ら約3，600年前のことと考えられている。以来

徐々に平野は広がり、人々の生活空間も広がっ

ていった。中・近世、上流の中国山地における

製鉄業の隆盛に伴い、「鉄穴流し」による土砂

流入量が増大し、平野の形成・拡大に大きな役
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割を果たした。それまで日本海に流れ出ていた

斐伊川が宍道湖へと流路を変え現在の地形に定

着したのは江戸時代以降のことである。

遺跡の所在する杵築が立地する砂州の形成に

ついては、本書第15章地質コア分析と周辺の環

境変遷に関する考察にくわしい。

【参考文献】

大社町史編集委員会1991『大社町史』上巻大社町

。♂

第1図　島根県の位置（S＝1／8，000，000）

神
斐

伊

第2図　大社町の位置（S＝1／1，000，000）

ー2－



第2節　歴史的環境

1．出雲大社の歴史

第2節の1では文献史料から出雲大社の変遷

をみていく。（以下の文章は、佐伯徳哉2002

「出雲大社の巨大社殿と歴史意識一出雲大社文

書を読む前に－」『島根県の歴史を語る古文書

出雲大社文書一中世杵築大社の造営・祭祀・所

領－』島根県古代文化センター編を基に作成し

ている。）

【文献からみる社殿の変遷】

神社の原始的形態としては、巨岩を神座とし

て祀る「いわくら」、山を神として祀る「神名

火」などがあげられるが、いっ頃からか神を社

殿に祀るようになった。その時期は定かではな

いが、神話の記述などから、山本清氏は古墳時

代にそれを求められるとしている（文献2）。

古代

出雲大社の創建に関する文献は、『日本書紀』

の斉明天皇5年（659）の項に

是歳、命出雲国造。修厳神之宮。

とあるのが初出である（一方、神の宮を出雲国

意芋郡の熊野大社であるとする説もある）。

つづく天平5年（733）に成立した『出雲国

風土記』には、下記のような記載がみられる。

（加藤義成校注1988『出雲国風土記』今井書店

より抜粋して転載）

出雲郡

杵築郷。郡家の西北二十八里六十歩なり。

八束水臣津野命の囲引き給ひし後、所造天下

大神の宮奉へまっらむとして、諸の皇神等宮

虞に参り集ひて杵築きたまひき。故、寸付と

云ふ。〔神亀三年に、字を杵築と改たむ。〕

紳門郡

吉栗山。郡家の西南二十八里なり。

〔槍・杉あり。謂はゆる所造天下大神の宮材

造る山なり。〕

ここでは、古代出雲大社を出雲国四大神のひと

－3－
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あめのしたっくらししおおかみ

つ「所造天下大神」として特別な位置付けが

なされ、その神殿の高大さの由来や用材の採取

地について記されている。

平安時代中頃、天禄元年（970）に源為憲の

著した『口遊（くちずさみ・くゆう）』（貴族の

子弟の一般教養書）によれば、建築の雄大なる

ものを全国的に見てそれぞれ三つ挙げ、その順

序を

雲太。和二。京三。謂大屋涌。

今案。雲太。謂出雲国城築明神々殿。在出

雲郡。和二。謂大和国東大寺大仏殿。在添

上郡。京三。謂大極殿八省。

としている。

この記録から、この時代の常識として、杵築

大社（＝出雲大社）が、日本で最も高い建造物

をもっ社とされていたことがわかる。

東大寺大仏殿は、延暦僧録によれば、当時の

高さは十五丈（約45m）とある。この大仏殿を

第二に抑えてそれより高く出るのが杵築大社で

あるならば、その高さは、社伝として中世の文

献にあるように、十六丈（約48m）という復元

ができるのではないかとの見解が示されてきた。

古代出雲大社の本殿が高層建築であったと考

える傍証の1つとして挙げられてきたものに、

文献に残る社殿転倒の記録がある。転倒は康平

4年（1061）、天仁2年（1109）、保延7年

（1141）、承安2年（1172）、嘉禄元年（1225）

と、二百年足らずの問に延べ五回にも及ぶ。

『日本紀略』『左経記』『百錬抄』などの古文

書に、九世紀におきた社殿転倒詐称事件の顛末

の記録が残る。それらによれば、長元4年

（1031）、出雲国司橘俊孝より、杵築社が転倒

したという報告があり、翌年、俊孝は、朝廷に

対して再建に必要な経費・労動力に関する諸要

求を行なったが、法外な要求ゆえに疑われ、結

局、杵築大社神官らと結託しての倒壊詐称が発

覚し、佐渡へ流罪となっている。このような詐

称が可能だったことは、巨大社殿への共通認識

が存在したことを強く印象づける。
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中世

建仁2年（1202）7月20日以前に杵築大社に

参詣した寂蓮法師は、社殿の雄大さを表して次

の歌を詠んでいる。（『寂蓮法師集』）

（前略）

出雲の大社に詣で見侍ければ天雲たな引山の

なかばまでかたそぎのみえけるなん此世の事

とも覚えざりける

やはらぐる光や空にみちぬらん雲にわけ入ち

ぎのかたそぎ

この歌から、名だたる巨大社殿を実見した人々

が、驚き、感動して、各々郷里に帰って語り伝

えていく当時の様子が窺い知れる。

宝治2年（1248）に造営された社殿の様子は

『絹本著色出雲大社井神郷図』（重要文化財・千

家尊祐氏所蔵）から伺うことができる。この図

には拝殿・瑞垣、舞殿・玉垣、その奥に鎮座す

る朱塗り柱を持っ本殿には千木竪木が奪え、古

来の流れを汲む非常に高い床を構えていること

など、古制を守っている社殿の様子が描かれて

いる。

ところが文永7年（1270）正月、この社殿が

焼失すると（『帝王編年記』文永七年正月二日

条）、約50年にわたって仮殿の造営さえ滞る。

建武新政期から南北朝動乱期に入って、天皇

から造営命令が出されるが（建武元年（1334）

七月五日「後醍醐天皇給旨」出雲大社文書、正

平12年（1357）九月十八日「後村上天皇給旨」

北島家文書）、結局、正殿造営は行なわれず、

14世紀半ば過ぎには仮殿の老朽化さえ問題になっ

た（応安3年（1370）八月二十八日「杵築大社

神官等連署申状」千家家文書）。

中世において巨大社殿の造営が行なわれたの

は宝治2年（1248）の正殿造営までであったと

考えられ、それ以降は仮殿造営を行なったのち

も、正殿の造営が完成しない状態が続き、結局、

仮殿の修造が繰り返されることで、仮殿が事実

上の正殿になっていった（文献4）。

17世紀初め頃に編集された「杵築大社旧記御

遷宮次第」（鰐淵寺旧蔵文書）には、1391年に書

－4－

かれた文書を典拠にして、景行天皇の時三十二

丈（約98m）、その後十六丈（約48m）、次に八

丈（約24m）、「今」（1391年頃）は四丈五尺

（13m強）とだんだん低くなっていった様子が

記されている。ここでいう「今」の社殿は、

1324年に完成した仮殿を指す。

室町時代に入ると、応永12年（1405）に出雲
まつだ

守護京極高光が、出雲の有力国人松田
かもんにゅうとう

掃部入道にたいして、室町将軍（足利義持）か

ら造営命令が出されたので、両国造（千家・北

島）と談合しながら造営を行なうようにと命じ

ている（応永十二年十月十三日「出雲守護京極

高光施行状」出雲大社文書）。その後、応永19

年（1412）に社殿が完成し、遷宮が行なわれて

いる（年月日未詳「杵築大社造営覚書」佐草家

文書）。以降、1442年（？）、1467年、1486年に

遷宮が行なわれたことが記録に散見するが、詳

細は不明である（17世紀初頭「杵築大社旧記御

遷宮次第」鰐淵寺旧蔵）（文献4）。

戦国時代に入り、永正16年（1519）、天文19

年（1550）に、守護京極氏に代わって出雲国支

配権を掌握してきた戦国大名尼子氏によって、

造営・遷宮が行なわれている。十六世紀～十七

世紀半ばまでの杵築大社境内には、朱塗り柱の

本殿を中心に、周囲に三重塔や鐘楼・大日堂な

ど寺院建築も建ち並び、仏教の影響が濃厚にみ

られるようになった（『紙本署色杵築大社近郷

絵図』北島英孝氏所蔵）。

近世

神仏習合といわれる神道と仏教の混在は、平

安初期からの一般的傾向であり、大社でも1100

年ごろから僧侶の読経が行なわれていたという。

慶長14年（1609）の造営では高さ19．6mの本殿

が完成した。当時の境内を描いた絵図（『紙本

署色杵築大社近郷絵図』）には、慶長度本殿の

周囲に尼子氏の造営になる三重塔、経堂、輪蔵、

経涌所、大日堂などが配されているのがみえる。

また、柱も赤色に彩色され、飾り金物を施され

ており、松江藩の儒者黒沢忠弘が承応2年（16
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53）に著した『懐橘談』のなかで、慶長度社殿
やしろ　あ

を実見した著者が、社頭景観について「社共阿
ららき

良々伎共見分けがたし」（1）と述べている。

ところが一転して寛文7年（1667）の造営で

は仏教建築物が境内から一掃された。柱も赤色

から、白木造りとなり、本殿も高さ八丈（24m）

の正殿式遷宮となり、この時の造営で、現在の

われわれが目にする出雲大社の外観が整えられ

た。その際、境内にあった三重塔を兵庫県養父

郡八鹿町の名草妙見社に譲渡移築し、その代償

として用材を求めて造替した。この塔は名草妙

見社に現存し、国の重要文化財の指定を受けて

いる。

近・現代

本殿はその後、延享元年（1744）に造営し、

文化6年（1809）、明治14年（1881）、昭和28年

（1953）に修理を加え、現在にいたる。

【造営体制の変遷】

杵築大社の創始から現在まで一貫して、巨大

神殿が意識され、その実現になみなみならぬ労

力が注がれてきた背景には、各時代の主権力と

の関係を切り離して考えることはできない。以

下では、造営体制の変遷を通して、出雲大社の

歴史を概観する。

古代

神社の創始に関しては、『日本書紀』の神代

巻や『古事記』のいわゆる「国譲り神話」のな
あまつかみ　あしはらなかつくに

かで、大国主命（2）が、天神に葦原中国を譲渡

する代償に、巨大神殿の建造が約された、と記

されている（3）。

これら国家によって編纂された史書にみられ

る、出雲に関係した神話は、すなわち日本にお

ける律令国家形成の神話であるため、特別な位

置付けで大きな比重をもって語られている。さ

らに杵築大社の巨大神殿創始の神話がそのクラ

イマックスにおかれているのは意義深い。

古代の造営のあり方を具体的に示す史料は著

－5－

しく制約されているが、承暦2年（1078）の主

税寮正税返却帳から、かろうじて読み取れる。

そこには、長徳4年（998）の杵築大社玉垣造

営に際し、出雲国司が、国街に収納された正税

のなかから、頴九万三千余束を支出したと記録

されている。つまり、古代の大社造営は、国司

が班田農民から集めた租税を用い、国司の責任

において執行するのが原則だった。

また、この頃の主祭神は大国主命であったこ

とは出雲国造が、新任ごとに都に上り、天皇に
かんよごと　　　　　　　　　　　　　　ことば

奏上した「神賀詞」（出雲国の神々の祝福の詞

を天皇に申し上げる儀式。出雲国造の天皇に対

する服属儀礼とする説もあるという）に大穴持

命を祀っていることを述べていることからもわ

かる。

平安時代に国家によって作成された『延喜式』

（律令格の施工細則）の神名帳によれば、10世

紀初め頃の出雲国には、国家から幣吊をうける

ことができる格式を持った式内社が178座あり

（これは大和国・伊勢国についで全国で三番目

に多い）、そのうちの首位にあたる明神大社は、

意芋郡の熊野大社と出雲郡の杵築大社の二社で

あった。

中世

平安時代後期から鎌倉時代に（11世紀後半か

ら13世紀半ば）にかけて、杵築大社の造営は、

地方行政機関である出雲国街から出雲国司（在

京）を通して国家に造営許可の申請を行い、そ

れをうけて国家命令が出されていた。太政官

（弁官局）などから出される国家命令を根拠に、

国街が、一国平均役と呼ばれる臨時目的税を出

雲国内から徴収した。つまり、荘・郷・保・別

府などの各領主に命じ、それぞれ費用の一部を

分担させて、仮殿造営を経て正殿造営にいたる

造営事業を完逐する、という形をとった。この

ような造営形態が確立したのは、康平・治暦の

造営（1067年に遷宮）の頃からである。この造

営機構が整えられたことで、杵築大社が出雲国
いちのみや

の一宮として位置付けられた（4）。
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久安元年（1145）に正殿式遷宮が行なわれた

保延～久安の造営は、着手から完成までの期間

が5年という円滑なものであった。これは、の

ちの時代まで理想的な造営と考えられたようで、

この時の造営を記録した「杵築大社造営遷宮旧

記注進」（北島家文書）は、中世の造営記録の

中でももっとも詳純なものせぁる。この時、出

雲国司であった藤原光孝は、のちに杵築大社領

の領家となるが、1170年ごろには、さらに社領

を後白河上皇に寄進し、ここに天皇家を本家と

する杵築大社領が成立し、杵築大社およびその

社領が本格的に荘園化することとなる。

建久の造営（建久元年（1190）に遷宮）につ

いては、具体的な記録がわずかしか残されてい

ない。この時期は、治承・寿永の内乱（1180～

1185年）による平氏政権の崩壊、奥州藤原氏の

滅亡（1189年）を経て、鎌倉幕府が成立する頃

と重なる。さらに杵築大社を祀る出雲国造出雲

氏も、鎌倉の新権力によって、杵築大社神主・
そうけんぎょうしき

惣検校職を剥奪されるなど、従来の造営体制

の維持を脅かす非常時であった。

その後、出雲氏はこれらの職に復帰するが、

領家が任命権を持っ両職のうち神主職を、領家

に近しい中原氏と交互に任命されることになる。

このことに対し、出雲氏は、相伝の国造職と神

主職との一体を主張しっづけ、建保2年（1214）、

土御門院庁（杵築大社およびその社領の本家で

あり、領家の上位にある）において、この主張

が認められている（建保二年八月日「土御門院

庁下文」北島家文書）。しかし、承久の乱を経

て、配流となった土御門院の裁定が実施された

痕跡はない。

理想とされた造営体制は、久安の造営を頂点

に次第に滞りはじめ、宝治の造営では、造営着

手から本殿の棟上までに7年、宝治2年（1248）

の遷宮までに、それよりさらに15年もの歳月を

費やしている。この時は、本来、造営事業とは

直接的には無関係であった鎌倉幕府も、造営途

中から出雲国内の幕府御家人に役を課して財政

的な支援を行なっている。

－6－

文久7年（1270）に宝治度社殿が焼失してか

らのちは、さらに従来の造営機構が働かなくな

る。出雲国の知行国主の命令を元に国街機構が

造営を実施しようとするが、日代の主導権が滞

り、造営が頓挫を繰り返す（年不詳「沙弥（佐々

木泰清）書状」千家家文書）。これに先立って、

13世紀半ばには出雲国造が出雲守護佐々木氏と

提携しながら国街機能の一部である国街祭祀権

を吸収していくが、14世紀初頭には中原氏を圧

倒して杵築大社の神主職を独占し、仮殿造営権

を獲得することになる。また、この過程で、鎌

倉幕府が、事実上の造営主導権を行使するよう

になり、既存の機能である国街を利用しながら

出雲守護をはじめ出雲国内の有力御家人を造営

奉行に任じて、正殿造営を完成させるべく事業

を続行するが、仮殿完成後、正殿造営中に幕府

が滅亡し、以降正殿造営は未完のままとなる。

室町時代の（5）応永の造営では、室町将軍（足

利義持）から造営命令が出されたことを受けて、

出雲守護京極高光が、出雲の有力国人に、両国

造（千家・北島）と談合しながら造営を行なう

ように命じている。

戦国時代に入り、守護京極氏に代わって出雲

国支配権を掌握してきた戦国大名尼子氏が、杵

築大社の造営を主導するようになる。尼子経久

が永正16年（1519）に、その孫の尼子晴久が天

文19年（1550）に、それぞれ造営を完成させ遷

宮を行なっている。経久は、出雲国内から大別

五文の臨時税を徴収して造営にあたったが、晴

久による天文年間の造営以降、造営事業に本願

聖が制度的に関与するようになり、後には神社

内の庶務をおこなうようになる。ここに、中世

成立期以来行なわれてきた一国平均役に基づく

大社造営方式にかわり、新しく、大社本願によ

る造営が成立した。造営は原則的に本願の努力

によって行なうこととなった。これと同時に、

中世一宮制も衰退していくこととなる。この頃

の、仏教建築の影響を濃厚に受けている社殿の

様子が絵図に残る（『紙本署色杵築大社近郷絵

図』北島家蔵）。
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安芸国の戦国大名毛利氏が尼子氏を滅亡

（1566年）させて後、天正8年（1580）の造営

は、毛利輝元によるものである。関が原の戦い

を境に、出雲国の領主が毛利氏から堀尾氏となっ

て後の慶長14年（1609）には、豊臣秀頼の出資

によって造営が行なわれ、高さ19．6mの本殿が

完成している。

近世

つ660年に入って、出雲松江藩主松平直政が、

幕府の財政援助を受けて造営を開始、寛文7年

（1667）に落成、遷宮している（寛文の造営）。

この造営にあたって、境内から仏教色を排除す

るよう幕府に働きかけ、寛文2年（1662）に寺

社奉行の了解を得ている（「寛文造営記抄」大社

町史）。これをうけて本願聖を追放し、境内の

仏教建築を移築するなどして、仏教勢力の一掃

に成功し、唯一（神道）の社頭を実現した。こ

の造営では白木作りの質朴な社殿を配置し、高

さ八丈（24m）の本殿を造り、これを正殿式と

称するなど、ほぼ現在の出雲大社境内の形態が

整えられた。この寛文の造営で、他に約二世紀

も先駆けて神仏分離を行い、その革新的手法で、

出雲一宮としての威光を取り戻すことに成功し

ている。

近・現代

現在われわれが目にする本殿は、その後の延

享元年（1744）に、寛文の造営と同様のプラン

で建て替えられたものである。文化年間、明治

と修理を加え、昭和27年に国宝指定を受けて後、

昭和28年に修造して現在にいたる。

現在、出雲大社において国宝に指定されてい

る文化財としては、建造物の出雲大社本殿（附

内殿1基、棟札1枚）、及び鎌倉時代初期の作

である秋野鹿蒔絵手箱1合がある。

ー7－

註
いみことば

（1）阿良々伎…斎宮の忌詞（伊勢の斎宮で、神慮を

はばかり、仏語と不浄語とを忌んで代わりに用

いた語。「寺」を「瓦ぶき」、「仏」を「中子」、

「僧」を「髪長」などがある）で、塔の異称。
あららき　とう

和訓某に、野蒜の墨のたっところよりいうとあ

る。
おおあなむちのみことおおものぬしのかみ　あめのしたっくらししおおかみ　おおなもちの

（2）大己貴命・大物主神・所造天下大神・大穴持
みこと

命など複数の呼称がある。

（3）この時、天神が、出雲国造の遠祖である天穂日

命に、巨大神殿に居住することになる大国主命

を示巳らせることを約している。
きっきのやしろ　　　　　　　きつきの

（4）古来、杵築大社は「杵築社」もしくは「杵築
おおやしろ

大社」の名をもってよばれていた。現在いう

「出雲大社」の呼称は、近代の明治五年になっ

て成立したものであり、明治四年以前は「杵築

（大）社」が正式の神社名だった。ところが実

際には十一世紀中頃に「出雲大社」の称号は成

立していた。現在のものと違い、中世の「出雲

大社」は、「出雲の国の大社」の意を指す。文

献によって確認できるその最初の事例は、鎌倉

後期の『百錬抄』の康平5年の造営に関する記

事に見える。この造営を境に「出雲大社」の称

号が現れていることは、出雲国街及び中央政府

が杵築大社を「（出雲）国中第一の霊神」＝出

雲一宮と認め、一国平均役による造営・遷宮を

承認したことを意味するものであったと考える

ことができる（文献2）。

（5）当時の杵築大社の信仰圏の拡大には、十五世紀
こくうやと　　むろ

中葉に出現した御供宿（6）・室（7）の制度の存在が

大きい（文献5）。室職所有者は各地の領主に、

軍事的・経済的・精神的（祈祷等）な援助をす

る見返りに、その領民を参詣客として自分の経

営する宿に宿泊させることを要求した。それに

よって室職所有者たちは、村落や知行地に信仰

エリア（壇所）を獲得した。室職所有者と参詣

客の問には、いわゆる師壇関係が成立し、杵築

大社信仰を広める基盤となっていった。近世に
おし

は御師と呼ばれる人々が、それぞれの受け持ち

の区域を回り、祈祷や神札配布、参詣の勧誘な
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ど、民衆との直接交渉により信者や参詣人の獲

得に努めたことが知られている。御師たちが比

較的スムーズに村落に入っていくことができた

のは、戦国期における壇所獲得の動きがあった

からこそである（文献2）。

（6）杵築に設けられた宿泊施設。当時の参詣人は、

それぞれ定められた宿で泊まることになってい

た。

（7）御供宿を提供する権利のこと。室の所有は、世

襲制であった。所有者は、杵築大社に一定額の

権利料を納入した。参詣人は室職所有者に宿泊

料を支払うとともに、杵築大社（国造家）に供

物を納めることになっていた。

【参考文献】

1．出雲大社社務所1989『出雲大社社殿の変遷』

2．大社町史編集委員会1991『大社町史』上巻大

社町

3．松尾充品2000「出雲大社境内遺跡の調査」

『月刊考古学ジャーナル』No．465ニュー・サイエ

ンス社

4．島根県古代文化センター　2002『島根県の歴史

を語る古文書　出雲大社文書　一中世杵築大社の

造営・祭祀・所領－』

5．井上寛司1988「中世杵築大社の年中行事と祭

礼」『大社町史研究紀要』三号　大社町教育委員

会

2．周辺遺跡・文化財の概要

以下では出雲平野における遺跡の概要を各時

代について述べる。なお文中の（数字）は、第

3図の番号と対応している。

縄文時代

現在出雲平野で知られている早期末の遺跡と

して、西部の砂丘下にある上長浜貝塚（30）が

ある。続く前期末～中期では遺跡数が少なく、

上ヶ谷遺跡（37）が確認されているにすぎない。

海退の進む後・晩期には、それまで遺跡のなかっ

た地域に新たな集落の出現がみとめられ、平野
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南部の丘陵下に三田谷I遺跡（24）、後谷遺跡

（36）平野中央に矢野遺跡（13）などがある。

出雲大社境内遺跡が位置する平野北西部の大

社町内では、平野部最古の遺跡のひとっとして

知られる菱根遺跡（11）があり、早期終末の縄

文土器が出土している。原山遺跡（8）からは、

後・晩期の縄文土器が確認されており、本遺跡

からも晩期の土器が出土している。

弥生時代

前期の遺跡として三田谷I遺跡（24）のよう

な谷筋低地に位置する遺跡で縄文後・晩期から

継続する例があるほか、新たに平野中央部でも

遺跡の展開が認められ、中期以降に中心集落と

なる矢野遺跡（13）や蔵小路西遺跡（14）でも

わずかながら前期末の遺物が出土している。ま

た南部丘陵には、青銅器埋納遺跡である荒神谷

遺跡（39）が有名で、ここから出土した大量の

青銅器の中には最古段階の銅鐸も含まれており、

弥生時代前期における出雲平野の有力集団の存

在が想定されるが現在それを裏付ける集落の発

見には至っていない。

中期中葉以降は集落の分布が微高地上に広く

展開し、平野南西部に、知井宮多聞院遺跡（29）、

大溝が集落を区画する古志本郷遺跡（25）、天

神遺跡（20）、下古志遺跡（27）、田畑遺跡（26）

などの広範囲にまとまった大規模な集落遺跡が

見られる。

後期になって居住が開始する集落も多く、平

野内一円に遺跡の分布が広がっていく。姫原西

遺跡（15）、平野部で初めて四隅突出型墳丘墓

が確認された中野美保遺跡（16）、銅鐸片や四

隅突出型墳丘墓が発見された青木遺跡（32）な

ど、沖積地上にも集落が営まれる。後期には首

長による地域統合を推測させる墳墓の造成も盛

んになり、西谷墳墓群（18）では丘陵上に大規

模な四隅突出型墳丘墓が築かれた。後期中頃に

は三田谷I遺跡（24）で県内唯一の事例として

報告された方形周溝墓が確認されている。

大社町内では、弥生前期の配石基とともに山
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陰地方最古の弥生土器が出土したことで、出雲

平野における弥生土器研究の画期となった原山

遺跡（8）が有名である。前期はほかに本遺跡、

南原遺跡（9）がある。後期は鹿蔵山遺跡（4）、

大量の木製品とともに護岸施設と思われる杭列

が検出された五反配遺跡（3）が確認されてい

る。また、本遺跡より東方200mに真名井（命

主社境内）遺跡（2）がある。文献によれば、

杵築大社の寛文造営に際し命主社付近の石を社

域の用材として切り出し求めた際に、社殿の背

後にある大石の下から複数の武器型青銅器と硬

玉製勾玉が発見されたというもので、現在では

完形の銅文1点と勾玉のみが出雲大社に伝わる

のみである。猪目洞窟遺物包含層（35）では、

海に開けた洞窟内に、弥生時代前期～古墳時代

後期までの土器と埋葬施設が確認されている。

ここでは、集落と隔絶した洞窟内で生活と埋葬

が平行して行なわれていた。眼下に日本海を一

望する地点にある、ひろげ遺跡（6）からは、

浜石を大童に集めてつくられた祭壇状の遺構・

土器溜り・焚火跡が検出され、弥生時代後期～

奈良時代まで何らかの祭祀が行なわれていたこ

とが推定される。

古墳時代

出雲平野中心部の集落は急激に衰退する。そ

れにあわせて西谷の四隅突出型墳丘墓も築かれ

なくなり、この時期大きな変動があったことが

窺われる。出雲平野で造られたのは、前期では

大寺1号墳（33）と山地古墳の2基が確認され

ているにすぎない。中期に軍原古墳（41）、神

庭岩船山古墳（40）などが造られるが、依然と

して少ない。しかし後期になると急にその数は

増加してくる。北山山麓に上島古墳（34）、神

戸川右岸に築造された全国最大級の家形石棺を

有す大念寺古墳（19）、その後、上塩冶築山古

墳（22）、地蔵山古墳（23）と首長系統の大規

模な古墳が続く。終末期になると九州系の横穴

墓が出現する。神戸川右岸の上塩冶横穴墓群

（21）は県内でも最大規模の横穴墓群として知
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られる。左岸にも右岸に比べて小規模ではある

が、妙蓮寺山古墳、宝塚古墳（28）、放れ山古

墳などがあり、地蔵堂横穴墓群などの大規模な

横穴墓群が形成されていて、右岸と同じ様相を

呈す。

大社町内では、鹿蔵山遺跡（4）、原山遺跡

（8）、南原遺跡（9）から土器が出土している。

修理免本郷遺跡（7）では、前期・後期に生活

が営まれていた。後期の遺跡ははかに、ひろげ

遺跡（6）がある。

奈良・平安時代

当時の官街跡との関連が推定されるものとし

て、古志本郷遺跡（25）、三田谷I遺跡（24）、

天神遺跡（20）、後谷遺跡（36）などがある。

注目されるのは杉沢Ⅲ遺跡（38）から九本柱の

掘立柱建物遺構が検出されていることである。

大社造と同様の2間×2問の総柱構造をもっこ

とから、宗教的施設である可能性が指摘されて

いる。

大社町内では、本遺跡、本遺跡から南に800

メートル地点にある鹿蔵山遺跡（4）から奈良

三彩・緑柚陶器・腰帯金具・墨書土器などが出

土している。絵馬・木簡・日本最古の神像・大

量の墨書土器などが出土した青木遺跡（32）は、

鹿蔵山遺跡とともに、官街施設を含めた性格の

検討が進められている。

また、『出雲国風土記』に載る神門水海の汀

線付近に申分貝塚（10）がある。

中世

古代、出雲国の政治の中心は国庁（現在の松

江市）であったが、中世に入って、出雲一宮の

杵築大社及びその別当寺としての鰐淵寺の影響

や、出雲守護職佐々木氏が出雲平野中央部の塩

冶郷に守護所を置いたことなどにより、鎌倉時

代後半の一時期、出雲平野が出雲国の中心となっ

た。この時代の遺跡としては、国人領主朝山氏

の館跡と推定される蔵小路西遺跡（14）、国の

重要文化財の指定を受けた青磁が副葬されてい
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た荻抒古墓（17）などがある。戦国時代には尼

子氏と毛利氏との争いもあり、高瀬城（42）、

鳶ヶ巣城（31）など、平野を見下ろす丘陵上に

多くの山城が点在している。

戦国期になると、争乱による社会的・経済的

疲弊から、さまざまな新興宗教・信仰・思想が

台頭した。全国に法華経を埋納または納経して

歩く廻国聖の活躍もそのころで、奉納山経塚

（5）から出土した金銅製経筒の銘文に常州・

野州・紀州・予州などの国名が見られるのも、

全国から出雲一宮の杵築大社を目指して廻国聖

が巡ってきたことをあらわす。

鷺銅山（12）は戦前まで採鉱されていた鉱山

で、その開山時期は定かではないが『銀山旧記』

によれば、鷺銅山が石見銀山の発見に関与する

鉱山として登場していることから、中世までさ

かのぼる可能性がある。また、神光寺跡では一

般に石見地方で流通している福光石製の一石宝

筐印塔が出土していることからも当地方と石見

銀山との関係が指摘されている。

参考文献

・大社町史編集委員会1991『大社町史』上巻大社

町

・大社町史編集委員会　2002『大社町史』史料編

（民俗・考古資料）大社町

・島根県教育委員会1998～2000『斐伊川放水路建

設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』Ⅳ～Ⅷ

・烏谷芳雄2001「大社町神光寺旧跡の一石宝筐印

塔」『石見銀山遺跡ニュース』島根県・大田市・

仁摩町・温泉津町教育委員会

・斐川町教育委員会2001『杉沢Ⅲ・堀切I・三井

Ⅱ遺跡発掘調査報告書』
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表1　周辺の遺跡一覧

地図番号 遺　　 跡 ・名 時　　 代 主　 な　 遺　 物 ・遺　 構 備　　 考

1 出雲大社境内遺跡 縄文～現代 旧本殿 ・拝殿遺構、巨大柱根 本殿国宝指定

2 真名井（命主社境内）遺跡 弥生 飼犬、硬玉製勾玉 重文指定

3 五反配遺跡 縄文～奈良 木製品、杭列

4 鹿蔵山遺跡 弥生～中世 奈良三彩、腰帯金具、墨書土器 官街関連

5 奉納山経塚 中世 金銅製経筒、銭貨

6 ひろげ遺跡 弥生～奈良 祭壇状遺構、焚き火跡

7 修理免本郷遺跡 古墳～中世 木製品、土師器、須恵器

8 原山遺跡 縄文～中世 配石基、出雲平野最古の弥生土器

9 南原遺跡 弥生～近世 弥生土器、磨製石斧

10 申分貝塚 奈良・平安 漁具、獣骨、貝殻 神門水海関連

11 菱根遺跡 縄文 縄文土器、石器、骨角器 出雲平野部最古級

12 鷺銅山 室町～昭和 採掘坑

13 矢野遺跡 弥生 土墳墓、弥生土器

14 蔵小路西遺跡 弥生～中世 弥生集落跡、中世館跡 国人領主館跡か

15 姫原西遺跡 弥生 木製品、弥生土器

16 中野美保遺跡 弥生 方形貼石基四隅突出型墳丘墓

17 荻抒古墓 中世 青磁、聾 重文指定

18 西谷墳墓群 弥生 四隅突出型墳丘墓、特殊器台、石棺 国史跡

19 大念寺古墳 古墳 91m の前方後円墳、横穴式石室、石棺 国史跡

20 天神遺跡 弥生 環濠集落跡、土師器、須恵器

21 上塩冶横穴墓群 古墳 34支群115穴以上

22 上塩冶築山古墳 古墳 40余m の円墳、横穴式石室、石棺 国史跡

23 地蔵山古墳 古墳 15m の円墳、横穴式石室、石棺 国史跡

24 三田谷I遺跡 縄文～平安 丸木舟、墨書土器、斎串、石帯、掘立て柱建物 神門郡街関連

25 古志本郷遺跡 奈良 ・平安 大型建物柱跡、土師器 官衝関連

26 田畑遺跡 弥生～中世 環濠集落跡、須恵器、中世土師器

27 下古志遺跡 弥生～中世 環濠集落跡、古式土師器、建物跡 神門郡街関連

28 宝塚古墳 古墳 横穴式石室、家形石棺、埴輪 国史跡

29 知井宮多聞院遺跡 弥生 弥生土器、須恵器、貝類

30 上長垣貝塚 縄文 貝類、獣骨、弥生土器、須恵器
出雲平野部最古
級、旧称長浜貝塚

31 鳶ヶ巣城跡 ‘中世 城郭遺構

32 青木遺跡 弥生～近世 近畿式銅鐸、四隅突出型墳丘墓、木彫神像 官街関連

33 大寺 1号墳 古墳 52m の前方後円墳、竪穴式石室

34 上島古墳 古墳 円墳、竪穴式石室、家形石棺 国史跡

35 猪目洞窟遺物包含層 弥生 ・古墳 縄文土器、弥生土器、須恵器、人骨

36 後谷遺跡 縄文～平安 礎石建物跡、竪穴住居跡 出雲郡街正倉跡

37 上ヶ谷遺跡 縄文 縄文土器

38 杉沢Ⅲ遺跡 奈良・平安 総柱建物、土師器、須恵器

39 荒神谷遺跡 弥生 銅剣358本、銅矛16本、銅鐸6個 国史跡、国宝指定

40 神庭岩船山古墳 古墳 48m の前方後円墳、船形石棺 県史跡

41 軍原古墳 古墳 50m の前方後円墳か、長持形石棺

42 高瀬城跡 中世 城郭遺構

（1～12：大社町、13～33：出雲市、34・35：平田市、36～42：斐川町）
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第3図　周辺の遺跡（S＝1／100，000）
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第2章　調査に至る経緯と経過

第1節　調査に至る経緯と経過

出雲大社境内遺跡は、昭和28年の防災工事、

拝殿工事等により縄文～近世に至る遺跡として

知られていた。

平成8年12月、出雲大社よりかねてより計画

のあった拝殿東側の地下祭礼準備室建設につい

て、遺跡地内であるのでその取扱いについて協

議を行なった。その結果、工事施工業者が決定

次第、調査方法、日程を詰めることとし、極力

工事と併行して行なうことを確認した。

その後、建設計画の変更があったため、平成

9年度においては調査は実施しないこととした。

なお、この間、大社町では杉原清一氏（島根県

文化財保護指導員）を調査員として委嘱し、調

査を進めることとした。

平成10年8月、工事実施に際し、出雲大社と

大社町教育委員会と協議を行い事前に正確な層

位を確認するため試掘調査を行うこととなった。

平成10年10月29日に試掘調査を行い、層位確

認及び遺物（土師器片、高塀片）の採取及び柱

根頭部を確認した。これを受け、工事の矢板打

設終了後、調査を行なうこととし、平成11年9

月より調査を開始した。

また、平成12年3月からは島根県教育委員会

から調査員3名、補助員1名の技術指導を受け

て、年度内調査完了を目指した。このような中、

調査区東側から勾玉が出土し、また西側では、

『金輪御造営差図』に示される大型本殿遺構の

可能性が高い遺構が検出されたため、平成12年

3月11日、工事中止及び遺跡の保存を出雲大社

と協議。同月13日、出雲大社のご理解により、

工事を中止し遺跡を保存することになった。ま

た平成12年度からは国庫補助を受け、内容確認

調査として引き続き調査を行なうこととなった。

第2節　調査の経過

1　平成12年度発掘調査

平成12年度は、平成11年度の地下祭礼準備室

建設に伴う発掘調査調査区を引き続き調査区と

して4月3日から国庫補助事業の内容確認調査

を開始した。調査面積は、450I正である。4月

5日には、調査区北西端から柱根の一部が出土
うず

し、24日には柱材3本を結束した巨大柱（芋豆
はしら

柱）であることを確認した。5月には巨大柱周

辺を残して、調査区を埋め戻した。さらに、6

月13日には、補足調査を終了し、保存の目的で

芋豆柱を一時埋め戻した。7月には調査区を北・

西側に200I迂拡張して調査を再開した。調査区

の周囲に手すり柵を設置し、公開発掘というか

たちで調査が進められた。8月には慶長度本殿

遺構を検出。慶長度本殿遺構は、重要遺構であ

ると判断し、遺構保存することになった。しか

しながら、2号柱跡の直下から巨大柱遺構が検

出される可能性があったため、2号柱跡の一部

は、保存せず掘り下げることとなった。9月26

日に拡張調査区から新たな巨大柱の一部を検出

（南東側柱）。9月28日にはさらに北側より巨大
しんのみはしら

柱の一部を検出（心御柱）。10月3日には、心

御柱が3本組であることを確認。10月4日には、

南東側柱が3本組であることを確認した。10月

24日・25日で保存処理のため芋豆柱柱材3本を

取り上げた。

11月に心御柱周辺を除いた調査区の埋め戻し

を行ない、調査を終了した。

芋豆柱は、県立古代出雲歴史博物館（平成18

年度開館予定）に展示される計画で、所有者の

出雲大社により、近畿ウレタン工事に委託され、

保存処理が行なわれている。

2　平成13年度

埋め戻しを行なっていない心御柱について柱

穴の構造を解明するという目的で調査を行なっ

－13－
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た。事前に周囲の建物に影響がないよう調査区

の周囲に矢板を打設し、7月から心御柱調査区

の発掘調査を開始した。調査面積は50最である。

平成12年度7月からの調査と同様に公開しなが

ら発掘調査を進めた。9月中旬には、保存処理

のため心御柱の柱材3本を取り上げた。11月初

旬に心御柱柱穴を完掘し、埋め戻しを行なった。

12月2日から境内北西部の彰古館北調査区の

発掘調査を開始した。調査面積は、95I正である。

翌年平成14年2月下旬に埋め戻しを行ない、発

掘調査を終了した。

心御柱は、島根県埋蔵文化財調査センターに

て保管されている。

3　平成14年度

6月3日から、拝殿南調査区の発掘調査を開

始した。調査区は、当初50I正であったが、10月

に調査区を20粛拡張したため、総面積70粛となっ

た。平成12・13年度調査と同様に公開発掘で調

査を行なった。調査拡張区で検出されたSBOl

遺構については、重要遺構であると判断し、遺

構を保存した。

12月の下旬に発掘調査を終了し、埋め戻しを

行なった。平成14年12月24日をもって一連の発

掘調査を終了した。

写真3　公開発掘の様子

第3節　発掘調査指導委員会

出雲大社境内遺跡発掘調査指導委員会（以下

指導委員会）は、平成12年5月11日に発足した。

考古学・文献史学・建築史学の専門家6名で構

成された（委員長：渡連貞幸　島根大学教授）。

指導委員会は、発掘調査・成果の公表を適切に

行なうための諮問機関としての機能を果たし、

平成12年度3回、平成13年度2回、平成14年度

1回を開催した。指導委員会開催日程について

は、表2を参照いただきたい。指導委員会は、

報道関係に公開する方法で開催し、調査員によ

る発掘調査の成果、及び委員からの調査方針・

調査成果に関する見解は、報道機関を通じて公

表された。

第4節　報道発表

報道発表は合計で7回（内6回が発掘調査の

成果、1回が巨大本殿の年代に関する発表）、

記者レクチャーを3回行なっている。日程につ

いては、表2を参照していただきたい。

平成12年3月に調査区の西端で礫の集石した

遺構が検出された。この遺構について「巨大本

殿に関連する遺構である可能性」が考えられた

が、この段階では巨大柱が末出土であり、遺構

に関する正確な情報が得られていなかったため、

報道各社に協力を仰ぎ報道規制を行なった。報

道規制中は、その時点での調査成果について毎

－14－

写真4　発掘調査指導委員会
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週1回（計3回）の記者レクチャーが行なわれ

た。

4月28日に行なわれた報道発表によって、新

聞・テレビ放送などにより全国に周知されるこ

ととなった。新聞報道では多くの新聞社が全国

紙一面扱いとなった。

その後も発掘調査の進展によって報道発表を

行なった。（第4図）

報道発表にともなう一般公開を5回行ない、

第1回一般公開では、一般公開配布用資料のパ

ンフレット（フルカラー版）を作成し、第2～

5回は、リーフレット（モノクロ版）の発掘調

査速報を作成し、配布した。

表2　調査と報道の動き

年　 月　 日 発　 掘　 調　 査　 の　 動　 き 報　　 道　　 関　　 係

平成10年10月29日 試掘

平成11年 9 月 1 日 地下室建設の事前発掘調査開始

平成12年 2 月 巨大柱に関連すると考えられる集石遺構を検出

3 月 2 日 島根県教育委員会から調査員の派遣を受ける

3 月11日
本殿遺構の可能性が高いものと判断されたため、保

存について出雲大社 と協議

3 月13日
出雲大社のご理解により工事を中止 し、その後は内
容確認調査として行うこととなる

4 月 3 日 保存目的の内容確認調査開始
巨大柱に関連する遺構を調査中により報道規制を

行なう

4 月 5 日 巨大柱の一部を検出 （柱材の一部）

4 月 7 日 第 1 回記者 レクチャー

4 月14日 第 2 回記者 レクチャー

4 月21日 第 3 回記者 レクチャー

4 月24日 巨大柱が 3 本の柱材を結束 した柱であることを確認

4 月28日
巨大柱発見について報道発表 （第 4 回記者 レクチ

ャー）・報道規制解除

5 月 6 ～ 7 日 一般公開 （2 日間で 1 万8，800人が見学）

5 月11日 第 1 回発掘調査指導委員会開催 委員会を公開

7 月17日 調査区の拡張 （公開発掘）

8 月25日 慶長度本殿遺構を確認 報道発表

10月 3 日 心御柱 （3 本束ね）出土

10月 4 日 南東側柱 （3 本束ね）出土

10月 6 日 心御柱 ・南東側柱出土について報道発表

10月 7 日 第 2 回発掘調査指導委員会開催 委員会を公開

10月24日～27日 芋豆柱保存処理のため取り上げ 作業を公開

12月10日 第 3 回発掘調査指導委員会開催 委員会を公開

平成13年 7 月18日 平成13年度発掘調査開始

7 月27日 平成13年度第 1 回発掘調査指導委員会開催 委員会を公開

9 月14日 心御柱について報道発表

9 月18日～21日 心御柱保存処理のため取 り上げ 作業を公開

11月 9 日 心御柱について報道発表

12月 3 日 彰古館北発掘調査開始

平成14年 3 月10日 第 2 回発掘調査指導委員会開催 委員会を公開

5 月31日 巨大本殿の年代について報道発表

6 月 3 日 拝殿南発掘調査開始

9 月19日 平成14年度第 1 回発掘調査指導委員会開催 委員会を公開

11月28日 S B O l 確認

12月20日 S B O l について報道発表
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第5節　調査日誌抄

平成10年度

平成10年10月29日（木）晴れ

試掘調査

平成11年度

平成11年2月19日（金）晴れ

第1回発掘調査指導会（pml：30～）

9月1日（火）晴れ

地下祭礼準備室建設工事に伴う緊急発掘調査開始

9月9日（木）晴れ

後に慶長度の階段跡と考えられる礎石を検出

10月8日（金）晴れ

第2回発掘調査指導会（pml：30～）

10月11日（月）晴れ

島根大学　渡蓮貞幸氏調査指導

10月12日（金）雨

正月等の祭礼行事により翌12年1月25日まで

調査休止

2月5日（土）晴れ

中世の掘立柱柵列を検出

2月12日（土）曇り

大阪工業大学　井上寛司氏調査指導

2月20日（日）雨のち曇り

第3回発掘調査指導会（amlO：00～）

2月23日（水）晴れ時々曇り

森田稔（文化庁）、岩永省三（奈良国立文化

財研究所）、吉田広（愛媛大学）、松本岩雄・足

立克己（島根県教育委員会）来訪

2月29日（火）晴れ

国立米子工業専門学校　和田嘉宥氏調査指導

3月2日（木）晴れ

本日より島根県教育委員会から技術指導者

（原田敏照・岩橋孝典・松尾充晶・大野芳典）

の派遣を受ける。

3月13日（月）晴れ

出雲大社のご理解により地下室建設を中止し、

遺跡の保存が決定。

3月22日（水）晴れ

文化庁岡村道雄氏調査指導

3月25日（土）晴れ時々曇り

横浜市歴史博物館　平野邦雄氏、奈良国立文

化財研究所浅川滋男氏調査指導

3月27日（月）晴れ

島根大学　渡遠貞幸氏調査指導

調査前の境内

写真6　平成11年度の発掘調査の様子

写真7　平成11年度の調査指導の様子

一17－



第2章　調査に至る経緯と経過

3月30日（木）曇り

大阪工業大学　井上寛司氏調査指導

平成12年度

平成12年4月3日（月）

平成12年度内容確認発掘調査開始

4月5日（水）雨のち曇り

7N区より柱根を検出、柱根の一部に朱が確

認された。柱状高台付琢1点出土

4月7日（金）晴れ

第1回記者レクチャー（pm2：00～）

4月14日（金）晴れ

第2回記者レクチャー（pm2：00～）

4月17日（月）晴れ

東北芸術工科大学　宮本長二郎氏調査指導

4月18日（火）晴れ

奈良国立文化財研究所　町田章氏、同志社大

学　辰巳和弘氏調査指導

4月19日（水）雨

柱根付近の礫集中地点にサブトレンチ（幅1

m）をいれる。掘り方確認。南側から北側に向

かってスロープ状に傾斜していることを確認。

4月20日（木）曇りのち晴れ

島根大学　渡連貞幸氏調査指導

4月21日（金）曇り一時雨

第3回記者レクチャー（pm2：00～）

文化庁島田敏男調査官調査指導

4月22日（土）晴れ

7N区より2本目の柱根（南柱材）を検出

（pm5：05）

4月24日（月）晴れ

7N区より3本目の柱根（北西柱材）を検出

（amlO：00）

－18－

4月25日（火）晴れ

文化庁文化財調査官　坂井秀弥氏、芝浦工業

大学　藤澤彰氏調査指導

京都大学名誉教授　上田正昭氏来訪

4月27日（木）曇り

田中義昭氏、島根県立女子短期大学　藤岡大

拙氏、同志社大学　辰巳和弘氏、島根大学　渡

連貞幸氏、同　山田康弘氏来訪

4月28日（金）晴れ

巨大本殿遺構発見について報道発表（最終記

者レクチャー）（14：00～）

報道解禁（テレビ4月28日5：00より、新聞4

月29日の朝刊より）

森浩一氏、椙山林植民、黒田龍二氏、岡田荘司

氏、辰巳和弘氏来訪

5月6日（土）晴れ

一般公開第1日目（10：00～16：00）

入場者数9，500名

5月7日（日）曇りのち晴れ

一般公開第2日目（9：00～16：30）

入場者数9，300名

5月8日（月）晴れ

大社町内小学生の見学会（大社小347名、遥

堪小157名、鵜鷺小3名）

5月11日（水）雨

第1回出雲大社境内遺跡発掘調査指導委員会

（pml：30～）

5月16日（火）晴れ

奈良国立文化財研究所　肥塚隆保氏による遺

構の保存についての調査指導

5月17日（水）曇り

奈良国立文化財研究所　岩永省三氏調査指導

大社高校生見学会
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5月25日（木）晴れ

国立歴史民俗博物館　今村峯雄氏調査指導及

び、年代測定用資料採取

5月29日（月）晴れ

6・7N区を残して調査区（平成11年9月殻

の調査区）の埋め戻しを開始する。

6月5日（月）晴れ

埋め戻し完了。6・7N区の補足調査開始

京都大学　西澤英和氏調査指導

6月13日（火）晴れ

芋豆柱の一時埋め戻しを行なう。（pm3：00～）

7月3日（月）晴れ

新調査区に所在する石段（本殿・八足門に上

がる石段）を撤去するため、仮参道橋工事開始

7月10日（月）晴れ

仮参道橋工事終了。石段西側半分を撤去開始

7月17日（月）雨のち晴れ

八足門前の新調査区（拡張区）の調査を開始。

表土剥ぎを開始する。

7月24日（月）雨

1N区より全量採取した土の洗浄・遺物の収

集の開始

7月28日（金）晴れ

寛文度（1667）の造成土を確認するとともに

寛文度拝殿の一部とみられる遺構を確認

8月1日（火）晴れ

第1回中間報告（寛文度報告）

8月17日（木）晴れ

慶長度造営（慶長14年・1609年）の本殿跡の

一部を確認

8月18日（金）晴れ

渡連貞幸氏調査指導

8月23日（水）晴れ

藤澤彰氏調査指導（pml：00～）

8月25日（金）晴れ

慶長度本殿遺構を検出したことについて報道

発表

8月26日（土）晴れ

一般公開

一般向けリーフレット（発掘調査速報　第1

号）を作成し、配布

8月27日（日）晴れ

一般公開

浅川滋男氏調査指導

9月1日（金）曇り時々雨

井上寛司氏・椙山林植民調査指導

9月12日（火）雨

渡連貞幸氏調査指導

9月26日（火）晴れ

6NN区より南東側柱の柱根の一部が出土

（pm6：00頃）

9月28日（木）曇り

7NN区より心御柱と考えられる柱根の一部

が出土（pm5：00頃）

10月3日（火）晴れ

南東側柱の2本目（南東柱材）が出土

心御柱の3本目（北柱材）が出土

10月4日（水）晴れ

南東側柱の3本目（南西柱材）が出土

10月6日（金）晴れ

JL、御柱・南東側柱発見について報道発表

（pm2：00～）
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10月7日（土）晴れ

第2回出雲大社境内遺跡発掘調査指導委員会

（am9：00～）

10月8日（日）曇り時々雨

一般公開（4，000名）

一般向けリーフレット（発掘調査速報　第2

号）を作成、配布

10月9日（月）晴れ

一般公開（4，000名）

10月16日（月）晴れ

坪井清足氏来訪

10月18日（水）晴れ

元興寺文化財研究所3次元測量

10月24日（火）晴れ

株式会社近畿ウレタン工事により芋豆柱取上

げ開始（am9：00～）

10月25日（水）晴れ

芋豆柱南柱材取り上げ完了

10月26日（木）晴れ

芋豆柱南柱材下の精査。鉄製の折1点が出土

10月27日（金）曇り時々両

手豆柱北東・北西柱材取り上げ完了

10月29日（日）晴れ

芋豆柱を島根県立埋蔵文化財調査センターに

仮収蔵庫へ移動

10月30日（月）曇りのち晴れ

宇豆柱南柱材中心部直下より鉄製の折（2点

目）が出土

11月8日（水）雨

広島大学　川越哲志氏来訪

ー20－

11月13日（月）曇り

調査区埋め戻し（心御柱周辺を除いた調査区）

開始（pm4：30～）

11月16日（木）曇り

調査区埋め戻し完了

12月10日（日）晴れ

第3回出雲大社境内遺跡発掘調査指導委員会

写真8　平成12年4月28日報道発表（大型本殿遺構）

写真9　平成12年度一般公開

写真10　平成12年度報道発表（心御柱）
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平成13年度

平成13年6月13日（水）晴れ

心御柱調査区仮設工事開始

7月18日（水）晴れ時々曇り

心御柱調査区発掘調査開始

7月24日（火）晴れ

遺構の3次元計測（pm5：00～）

7月25日（水）晴れ

遺構の3次元計測

九州大学　岩永省三氏来訪

7月27日（金）晴れ

第1回出雲大社境内遺跡発掘調査指導委員会

（am9：30～）

8月28日（火）晴れ

東京文化財研究所　朽津信明氏調査指導

8月30日（木）雨

遺構の3次元計測

8月31日（金）晴れ

遺構の3次元計測

9月4日（火）曇り時々雨

高円宮殿下御家族行啓

9月14日（金）曇り時々雨

心御柱調査についての報道発表（pm2：00～）

芝浦工業大学　藤澤彰氏、島根大学　渡連貞

幸氏調査指導

9月15日（土）晴れ

一般公開（1，100人）

一般向けリーフレット（発掘調査速報　第3

号）を作成、配布

9月16日（日）晴れ

一般公開（1，400人）

9月18日（火）晴れ

株式会社近畿ウレタン工事による南西柱材取

上げ作業（am8：30～pm7：30）

椙山林継氏調査指導

9月19日（水）晴れ

南東柱材取り上げ（pml：00～7：30）

9月21日（金）晴れ

北柱材取り上げ

9月25日（火）晴れのち曇り時々雨

3本柱材取り上げ後の柱底部の調査

9月26日（水）晴れ

保存処理検討委員会（amlO：30～12：00）

11月6日（火）曇りのち雨

心御柱柱穴完掘

11月9日（金）曇りのち雨

心御柱発掘調査終了

報道発表（pml：30～）

11月11日（日）曇り

埋め戻し

11月12日（月）曇りのち晴れ

彰古館北側の地形測量開始

12月3日（月）晴れ時々曇り

彰古館北側調査開始

平成13年2月22日（金）曇り

彰古館北調査終了

3月10日（金）晴れ

第2回発掘調査指導委員会
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平成14年度

平成14年5月31日（金）晴れ

年代に関する報道発表（pm2：00～）

6月3日（月）晴れ

拝殿南調査区発掘調査開始

9月9日（月）晴れ

指導委員会資料作成

SD02で土器の集積箇所を確認

9月19日（木）晴れ

第1回発掘調査指導委員会

10月1日（火）曇り時々雨

第3層上面検出の石列について調査区拡張

10月8日（火）晴れ

心御柱開梱・写真撮影

10月9日（水）晴れ

心御柱写真撮影

11月28日（木）晴れ

調査区拡張部分で基壇確認

12月3日（火）晴れ

鳥取環境大学　浅川滋男氏調査指導

12月5日（木）曇り時々雨

島根大学　渡連貞幸氏調査指導

12月20日（金）晴れ

報道発表（pml：45～2：30）

藤澤彰氏調査指導

12月21日（土）雨

一般公開1日目（am8：30～pm5：00）

一般向けリーフレット（発掘調査速報　第4

号）を作成、配布

ー22－

12月22日（日）晴れ

一般公開2日目（am8：30～pm4：00）

拝殿南調査区埋め戻し（pm4：00～）

12月24日（火）雨のち曇り

拝殿南調査区調査終了

写真11平成13年度調査時の境内

写真12　平成13年度発掘調査の様子

写真13　平成14年度調査指導の様子



第2章　調査に至る経緯と経過

第6節　過去の調査の概要

昭和18年（1943）の仮殿建設（第5図①）の

際に遺物が収集されたことで、初めて考古学観

点から遺跡と認識されるに至った。この発見の

背景には、当時周辺地域で考古資料を盛んに収

集していた大谷従二氏の活動があったとみられ

る。

その後昭和28年（1953）に拝殿が火災で焼失

したのを契機に翌29年・30年には本殿防災施設

工事が行われ、これに伴って多くの考古学資料

が出土し広く注目を集めることになる。これが

当遺跡における最初の発掘調査であった。調査

には出雲大社職員で大社考古学会の会員でもあっ

た大国一雄氏があたった。

昭和32年（1957）には新拝殿の建設工事が始

まり、これに伴う発据調査が32年・33年にかけ

て行われた（第5図④）。

その後は発掘調査ではないが、建物建設工事

の際の立会により遺物が出土し採集されている。

主なものをあげれば、表3の①・⑤～⑧である。

ここでは特に遺物の出土量が多かった①仮殿

建設工事、⑤庁舎建設工事、⑥拝殿北地下室建

設工事について、表4のとおり出土遺物を掲載

している。

仮殿建設時

昭和18年仮殿の造営工事の際に初めて考古遺

物の出土が確認され、遺跡として認識されるよ

うになった。この仮殿は本殿の修理工事期間中

に御神座を奉安するための仮設の神殿で、戦況

の悪化により中断、撤去され、戦後の昭和24年

に改めて旧拝殿を仮殿として仮遷座され、昭和

28年に正遷座になったものである。位置は荒垣

に囲まれた境内の南東隅で、それまでは寛文7

年（1667）造営時に建てられた会所があった場

所である。後の昭和55年に神枯殿が建設される

場所である（第5図①）。

出土した遺物は弥生時代後期の聾、古墳時代

前期の鼓形器台、低脚杯、高塀などのほか中世

表3　主要な工事・発掘調査

① 仮殿建設工事 昭和18年 （1943） 遺物採取 （弥生後期～中世土師質土器）

②
本殿防災施設工事

（鉄管埋設 トレンチ）
昭和29年 （1954）6 月

遺物採取 （縄文晩期と認められる大型柱根、縄文

晩期から中世土師質土器）、鳥居基部とみられる

大型柱根 ・

③
本殿防災施設工事

（地下貯水タンク設置）
昭和30年 （1955）年 6 月 遺物採取 （縄文晩期～中世土師質土器）

④ 新拝殿地下建設
昭和32年（1957）9 月～

昭和33年（1958）1 月

縄文晩期～近世の土器 ・陶磁器／中世の掘立柱柱

根、本殿遺構、天正度 ・＿慶長度 （近世初期）の礎

石建物 ・溝跡

⑤ 庁舎建設 昭和37年（1962） 遣物採取 （弥生中期～中近世の土師質土器）

⑥ 拝殿北地下室増設工事 昭和43年（1968） 遣物採取 （縄文晩期～中近世の土師質土器）

⑦ 神楽殿建設 昭和54年（1979） 遺物採集

⑧ 神祐殿建設 昭和55年（1980） 遺物採集

⑨ 地下祭礼準備室建設
平成11年（1999）9 月～ 弥生後期～近世土器 ・陶磁器、古墳時代の玉類、

平成12年（2000）3 月 中世の垣列、宝治度 （鎌倉時代）の本殿遺構

⑲
国庫補助内容確認調査 平成12年（2000）4 月～ 平安時代～近世の土器 ・陶磁器 ・宝治度 （鎌倉時

（八足門前） 平成13年（2001）11月 代）本殿遺構、慶長度（近世初期）の本殿遺構ほか

⑪
国庫補助内容確認調査 平成13年（2001）12月～ 縄文晩期 ・中世～近世の土器 ・陶磁器、中世の遺

（彰古館北） 平成14年（2002）3 月 構面ほか

⑫
国庫補助内容確認調査 平成14年（2002）6月～ 弥生中期～近世の土器 ・陶磁器、慶長度 （近世初

（拝殿南） 平成14年（2002）12月 期）の御供所ほか
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土師質土器皿などがある。出土層位等はいっさ

い不明である。

庁舎建設工事

昭和37年に荒垣に囲まれた境内の南西隅（第

5図⑤）に庁舎建設工事が始まり、同年1月か

ら2月にかけて工事立会により遺物が採集され

た。遺物に同梱されたラベルの注記を見る限り

では「地下2m黒土層」から中世土師質土器の

皿、柱状高台付杯が計3点出土している。拝殿

建設時にほぼ同様の深さから中世の遺構が確認

されており、境内一円に中世の遺構面または遺

物包含層が拡がっていることが推測される。こ

のほかに弥生時代中期～古墳時時代前期の土器

が出土しているが、出土層位は「南部地点　下

部黒土層」「中層バラス中」と詳細は不明である。

拝殿北地下室増設工事

昭和43年6月には拝殿北側に小規模な地下室

を増設する工事が行われた（図⑥）。側壁に矢

板を打ち込んでの工事であったため土層の堆積

状況は確認されていないが、掘り上がった土中

より土器が採集されている。遺物の年代に幅が

あり、弥生時代前期の木葉文土器（第12図5）、

同中期の流水文土器（第12図6）をはじめ、中

世土師質土器（第21図3・12）にいたる遺物が

採集されている。

昭和54年の神楽殿建設と（図5図⑦）と昭和

55年の神祐殿建設の際にも、工事中に掘り上げ

られた土中から若干の遺物が採集されている。

1．防災工事に伴う調査

昭和29年の調査（鉄管埋設トレンチ）

調査の概要

出雲大社本殿防災工事に於いて、昭和29年に

は防火水道用の鉄管埋設のため、境内の周囲及

びその周辺に幅60cm、深さ1～1．8mのトレン

チが掘られた（第5．図②）。出雲大社裏の奥谷

上流の水源地から順次に鉄管を埋設して、出雲

大社荒垣に隣接する杉林に到達した10月10日頃、

掘り上げられた土の中から土器の細片が発見さ

れた。工事はそれより荒垣内に入ったので、工

事が進むにしたがって調査が進められ、12月上

旬工事が終了するまで調査を行った。

その結果、遺物の分布が広範囲にわたり境内

全体が遺跡であることが確認されたほか、境内

南西隅から鳥居の基部とみられる大型柱根が出

土して、遺構の存在が認識された。以下につい

ては報告書（出雲大社1956『出雲大社国賓防災

施設工事報告書』）をもとに述べることとする。

表4　境内施設建設に伴う出土遺物

仮　 殿　 建　 設　 工　 事 第 13図 9　 第14図11 ・15 ・19　 第15図11 ・18　 第16図 3　 第19図17 ・29 ・42

新 拝 殿 建 設 工 事

第 12図 1 ・2 ．7 ・9 ・10 ・12～19 ・21 ・22　第 13図 1 ・2 ・4 ～ 6 ・8 ・10～12 ・

14～20　第 14図 6 ～10 ・12 ・13 ・16～18 ・20～32　第 15図 1 ～10 ・12～17 ・19 ・20 ・

22～26　第 16図 1 ・2 ・4 ・5 ・6 ・8 ～11 ・13 ・14 ・16～24　第 17図 2 ～ 9　 第 18

図 1 ～28　第19図 1 ～16 ・19～28 ・30～41 ・43 ・44　第20図 1 ・2 ・4 ～11 ・13～15 ・

17～29　第21図 1 ・2 ・4 ～11 ・13～20 ・22～25

庁　 舎　 建　 設　 工　 事
第12図 8 ・11 ・20　 第13図 3 ・7 ・13 ・21 ・22　第14図 2 ・4 ・5 ・14　 第19図18

第20図 3 ・12 ・16　 第21図21

拝殿北地下室増設工事
第12図 3 ～ 6　 第14図 1 ・3　 第15図21 第16図 7 ・12 ・15 ・25　 第17図 1 第21図

3 ・12
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第5図　出雲大社境内と既往の工事・調査地点（S＝1／2，000）
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遺構の概要

鳥居跡

東南セロ門より西南セロ門にわたって東西に

走るトレンチが掘られた際に、西南セロ門の東

方6mの地下1～2mから、古い木の鳥居の片

方の桂根と患われるものが検出された。材は楠

で長さ約1m、下端の短径59cm、長径68cm、上

端の短径55cm残存していた。下端より57cm上がっ

たところから上には深さ12cmの切込みがあり、

そこに18cmX21cm角の横木をはめて南北に渡し

てあるが、横木は腐食して57cm残っていた。

この周囲の土中には直径約4mの範囲に、根

固めのために埋められたと思われる大小多数の

石塊が層状をなしており、柱の下も1m掘られ

たが、その他変何も発見されなかった。

記録によればこの場所には天正8年（1580）

から寛延2年（1749）まで毛利輝元寄進の青銅

鳥居が建っていたことが伝えられており、併せ

て考慮すべきであろう。

石垣跡と思われる列石

境内北東の文庫付近より南東に向かって掘ら

れた際には、東十九社の西方1．95mの地下5～

40cmから同社に平行する1条の列石が発見され

た。同社北端付近より同社南端の南方約2mに

至るまでの約38mにわたり約40cmの自然石が連

なっている。西側の面を比較的揃えているので、

古い石垣の根ではないかと考えられる。

地表から列石のある層には遺物はほとんど含

まれていないが、地下30cm以下には中世以前弥

生後期までの土器等が層序的に包含しており、

この列石は少なくともこの時代より新しい時代

のものと考えられる。

溝　跡

第1号溝跡

東南セロ門より西南セロ門にわたって東西の

走るトレンチが掘られた際に、東南セロ門の西

方5～6mの地点で地下55～90cmに、短径30～

40cm、長径50～60cmの自然石が2個、約35cmの

間隔で東西に並んで検出された。トレンチの南

北の壁面には、これらの石と同じ大きさの石が

露出していたので、南北に連なる2列の列石の

一部であると思われる。また中間には薄い砂利

層と砂層とが2層ずっ互層しているのが認めら

れた。こうしたことからこれらがトレンチを横

断して、南北に延びる溝跡の一部であることが

推定される。ちなみに地表からこの溝跡のあた

りまでは山土と石英細砂との互層または混合層

により成り、明らかに埋め立てられた土層であ

るが、溝跡の下部以下は灰色粘土層よりなり、

この層から中世のころのものと思われる土師質

土器が多数出土しているので、この溝跡はこの

土器より新しい時代と推定される。

第2号溝跡

西南セロ門の東方20mの地下50～90cmにも長

さ約70cm、幅20～25cm、厚さ30～40cmのやや扁

平に近い自然石が2個、約35cmの間隔で東西に

並んで検出された。このトレンチの南北の壁面

には、これらの石と同じ大きさの石が露出し、

両者の中間には厚さ約7cmの有機質の層が認め

られ、これも南北に延びる溝跡の一部であるこ

とが考えられる。ちなみに地表からこの溝跡の

層位までは粘土や川砂利の単層で遺物はほとん

ど含まれないが、この溝跡の下端以下には厚さ

約20cmの黒青色粘土層があり、これらは中世の

ころと恩われる土師器が多数包含されているの

で、この溝跡も第1号溝跡と同じくこの土器よ

りやや新しい時代のものであることが考えられ

る。

第3号溝跡

西南セロ門の東方10～11mで、第2号溝跡の

西方約10mの地下35～65cmにも長さ60～70cmの

自然石が2個、約35cmの間隔で東西に並んで発

見された。このところでもトレンチの南北壁面

には自然石が露出しているのが認められた。こ

れも南北に延びる溝跡の一部であることが推定

されるが、第2号より層位的にやや上にあるの
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でさらに新しい年代のものと患われる。

昭和30年の調査（地下貯水タンク建設）

調査の概要

翌30年（1955）年の工事は境内南辺、青銅鳥

居の東方約20mの地点に地下貯水タンクを設置

するために大規模な竪坑を掘るもので、前年の

調査によって予め遺物が出土することが予想さ

れていたので、工事による掘削と平行して調査

が行われた（第5図③）。竪坑の面積は5mX

15m、深さ3mに及び、縄文～中世までの整然

とした層序が確認された（第7図）。

遺物の概要

地表から地下280cmまでのまでの土層がA～

Hの8層に分層されており、そのうちDFGH

の各層については出土遺物との対比が現在で可

能である。第8図～第10図には出土した遺物を

層位別に図示した。以下概要について述べる。

D層（第8図1～4　写真14）

いずれも土師質土器の柱状高台付杯で、高台

部以下の破片である。詳細な時期は断定できな

いが、概ね12～13世紀のものである。

A 層 表土 （玉砂利を多 く含む）

B 層 山土、石英細砂、川砂利、角礫等の累層
（人為層。遺物はあまり認められない。）

C層
粘土を含む石英細砂層 （灰青色）
（人為層。遺物は中世頃と想像される土師器系統の土器破片、木炭細片、木片等が包含さ

れる）

D 層 石英細砂を含む粘土層（黒青色）（人為層。遺物はC層と同様の土器片や木炭細片等が最も豊富に包含される。）

E 層 礫を含む粘土層 （緑青色）（自然層遺物は含まれない。）

F 層 砂礫を多量に含む粘土層 （淡緑褐色）
（自然層。遺物は土師器、須恵器、木炭等を包含する。）

G 層
礫を含む粘土層 （黒褐色）（自然層。遺物は土器破片、木炭細片等を最 も豊富に包含する。
土器は弥生式前期、同後期、土師前期にわたるものである。その他石族 （黒曜石製） 1個、
叩き石 （閃緑岩製） 1個 も発見された。

H 層
砂礫層 （褐色）又は粘土層 （淡緑褐色）
（自然層。粘土中には遺物は含まれないが、砂礫中には縄文式晩期及び弥生式前期の土器

破片が含まれる。）

第7図　地下貯水タンク建設時の層序関係

（出雲大社1956『出雲大社国賓防災施設工事報告書』を基に作成）
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第8図　地下貯水タンク建設に伴う出土遺物実測図（1）（S＝1／3）
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第9図　地下貯水タンク建設に伴う出土遺物実測図（2）（S＝1／3）

ー30－



第2章　調査に至る経緯と経過

、‾＼一二≧重義三二二ニケ′4

H層

嬢蟹霊芝浩　舞扇錦紗

）

10cm

111，，！　　　　　　　　！

第10図　地下貯水タンク建設に伴う出土遺物実測図（3）（S＝1／3）

F層（第8図5～22　写真14）

5～12は須恵器、13～22は土師器及び土製品

である。若干の時期幅が認められる。5～8は

蓋杯で、7世紀後半から8世紀前半のものであ

る。9．10は壷類の底部破片でそれぞれ長径壷

などであろう。11の低脚無蓋高塀は3方に切れ

目状の透かしをもち、古墳時代後期後葉、6世

紀末から7世紀初頭のものである。12の杯身は

他の須恵器と比べて古く、古墳時代後期前葉、

出雲2期に属する。6世紀前半頃であろう。

土師器・土製品は破片のみであり、良好な資

料ではないが、かなりの時期幅がうかがえる。

13・17の高塀師部や19の山陰型甑形土器の把手

部分などは古墳時代前期のものと見られる。さ
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F層

写真14　地下貯水タンク建設に伴う出土遺物（1）（番号は第8図と対応）
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写真15　地下貯水タンク建設に伴う出土遺物（2）（番号は第9図と対応）

H層

写真16　地下貯水タンク建設に伴う出土遺物（3）（番号は第10図と対応）
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らに14（赤色塗彩と放射状暗文を施した高塀師

部）や15は古墳時代中期の可能性があるもの、

16・18（高塀脚部）、20の土製支脚などは古墳

時代後期～奈良時代のもの、21・22の製塩土器

の棒状脚部分は古墳時代後期、実年代にして6

世紀後半のものである。

上記のようにF層中には古墳時代前期～奈良

時代前半の明らかに時期の異なる遺物が混在し

ている。個々の出土状況が不明なため堆積の経

過は不明であるが、単一層として扱うならば下

層が堆積した年代の上限は8世紀前半である。

G層（第9図　写真15）

出土遺物は弥生時代後期の土器が中心だが、

1・2の土師器窯のように古墳時代後期の以降

のものも混じっている。これらを除くと時期的

に比較的まとまりがあるため、1・2は上層か

らの混入品である可能性も否定できない。9・

10が壷・聾の底部、11・12が低脚杯である以外

はすべて聾の口縁である。時期は弥生時代後期

初頭（松本編年Ⅴ－1様式、草田編年1期）か

ら弥生時代後期最終末（大木式、草田編年6期

古相）のものまでが含まれる。

H層（第10図　写真16）

砂礫層中に縄文晩期の土器を包含している。

1～4の無文の精製浅鉢は山陽の岩田式並行で

晩期初頭ごろ、5～10の口縁部に刻み目をもっ

精製深鉢は晩期後半とみられる。

上記のように昭和30年の地下貯水タンク建設

時には縄文～中世にいたる整然とした基本層序

が確認された。当時の掘削は地下280cmに及び、

現在までの数次にわたる調査の中でも、最も深

く掘り下げている。最下層で確認されたH層は

縄文晩期の遺物包含層である。

2．拝殿建設にともなう調査

調査にいたる経緯

昭和28年（1953）5月10日、出雲大社正遷宮

が執り行われ、その祝祭期間も略略と終わりに

－34－

近づいた5月17日早暁、境内の鎮火殿から出火

し、錯火殿、庁舎、拝殿が消失した。

昭和31年秋までに、旧拝殿の火災に遭ってい

た礎石や柱石等は取り除かれ、整地が行われた。

調査のきっかけとなったのは、昭和32年9月

から新拝殿の基礎工事が開始され、同月27日に

溝跡とみられる右列や柱根が発見されたことで

あった。

これ以後、出雲大社職員であった大国一雄氏、

錦織郁夫氏が工事に立会い図面記録などを行っ

たほか当時島根大学助教授であった山本清氏も

調査指導として何度か現地を訪れている。

こうした工事立会により、石組や溝跡、礎石、

柱根など重要な遺構が多数出土したため、遺跡

の重要性が指摘され、同年12月8日からは当時

京都大学教授であった福山敏男氏を団長とする

調査団が結成され、調査員としては伊藤要太郎

氏（東京国立文化財研究所）、金正基氏（東京

大学考古学研究室）、山本清氏（島根大学助教

授）、補助員として出雲大社職員の大国氏、錦

織氏、小林藤一氏が調査に参加した。

この時すでに新拝殿の基礎工事は終了し、す

べてのトレンチはすでに埋め戻されていた。調

査は主として基礎工事を免れた部分について行

われた。期間は32年12月8日～翌33年1月末ま

でである。

上記の新拝殿建設に伴う調査は初めて学術目

的で行われた発掘調査であり、また遺構が集中

する境内中心での調査であった。本殿の可能性

があるものを含む建物礎石や柱根、溝跡など多

数の遺構が確認され、重要な成果が得られた。
も

新拝殿建設に伴う調査では450Hfが調査され、

出雲大社の各種施設とみられる中近世の建物跡

など、重要な成果が多く得られている。

調査地点第5図④、遺構平面図は第25図で示

した。

昭和32年9月からの調査開始当初はあくまで

基礎工事を優先した記録作成の応急調査であっ

たこと、また本格調査となった同年12月には既

に縦横の基礎が完成しており、残された隙間を



第2章　調査に至る経緯と経過

（調査地から本殿を望む、1957．12．12撮影）

（調査区全景、北東観葉楼から1957．12．8撮影）

写真17　拝殿建設時調査状況（1）
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現地表

第1砂層

拝殿建設時（昭和32・33年）の基本層序

第11図　拝殿建設時（昭和32・33年）の基本層序模式図

調査するしかなかったことなどの制約により、

拝殿の建物範囲前面が網羅的に調査されたわけ

ではない。たとえば建物跡について、すべて柱

跡が確認されていないのはそうした理由による。

調査記録は出雲大社に保管されており、以下

は調査参加者であった大国一雄氏の報告文をも

とに成果の概要を述べる。基本的な層序関係、

遺構面の重複は第11図に示したとおりである。

出土遺物の概要（第12～21図　写真18～写真34）

主に昭和32年・33年の拝殿建設に伴う発掘調

査の遺物を掲載しているが、第4表のとおりで

ある。

出土遺物の年代は縄文時代晩期から現代まで

ほぼ連続しており、基本的に大きな断絶は無い

といえる。ただし遺物量を時期的に比較した場

合は若干の粗密が認められるのも事実である。

当遺跡で最も古い年代を示すのは第11図11・2

で示すような縄文時代晩期のものである。昭和

30年の防災工事や後で述べる平成13年の彰古館

北調査区でも出土しているが、出土量は比較的

少ない。

古墳時代前期頃
の遺物包含層

縄文土器包含層

弥生時代の遺物は前・中・後期とも出土して

いるが、特に後期の聾の出土量が多く、第13図

2・6で示すような口縁部に凹線文や平行沈線

文を施されているものや、第13図11・12のよう

なヨコナデ仕上げされているものが多く出土し

ている。

古墳時代前期にかけても、安定した環境下の

中でまとまった童の土器が出土している、第14

図の土師器の聾・鼓形器台・低脚杯、第14図の

高塀などがある。

その後古墳時代中期から後期にかけては相対

的に遺物量が少ないが、第16図の5・6のよう

な須恵器の蓋杯などが出土し、第17図6～8は

製塩土器の棒状脚部分で報告例が比較的少なく

注目される。

第15図の下段の単純口縁賓と図16の須恵器琢

類は6～9世紀のものである。

第18・19図に示した土師質土器杯と皿は、一

部の杯には11世紀にさかのぼるものも含まれる

が、おおむね12～17世紀のものである。
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第12図　境内施設建設に伴う出土遺物実測図（1）（S＝1／3）
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第13図　境内施設建設に伴う出土遺物実測図（2）（S＝1／3）
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第14図　境内施設建設に伴う出土遺物実測図（3）（S＝1／3）
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第15図　境内施設建設に伴う出土遺物実測図（4）（S＝1／3）
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第16図　境内施設建設に伴う出土遺物実測図（5）（S＝1／3）
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第17図　境内施設建設に伴う出土遺物実測図（6）（S＝1／3）

第20・21図は土師質土器柱状高台付杯であり、

当遺跡で極めて特徴的なのが柱状高台付杯の出

土の割合が非常に高い点である。12世紀～13世

紀であろう。この器種は居館跡、寺院関連など

での出土例が多く、日常具というより宗教行為

や儀礼に用いられた可能性が高い。

中世以降の陶磁器については昭和32・33年の

調査時に出土しており、今回破片点数の集計を

行った（表5）。なお出土層位は表土～第二砂

層上面までが寛文度以降、第2砂層下～慶長度

ー42－

以前の土層である。基本的に後世の土層に混入

したものであるため、おおまかな傾向しかっか

めないが、比較的古いものとしては写真26－1

の白磁（12世紀）、写真27－1～3の青磁（1：

12世紀、2：同安窯で12世紀中葉以降、3：B

l類で13世紀後半～14世紀前半）が少量認めら

れる。この後は白磁A期（14世紀）、白磁B期

と青磁B3類（14～15世紀）、白磁D期と青磁D

類・E類（15世紀頃）、青磁B4類（15～16世紀）、

白磁E期と青花（16世紀から17世紀初頭）が一
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第18図　境内施設建設に伴う出土遺物実測図（7）（S＝1／3）
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第19図　境内施設建設に伴う出土遺物実測図（8）（S＝1／3）
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第20図　境内施設建設に伴う出土遺物実測図（9）（S＝1／3）
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第21図　境内施設建設に伴う出土遺物実測図（10）（S＝1／3）
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写真18　境内施設建設に伴う出土遺物（1）
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写真19　境内施設建設に伴う出土遺物（2）（番号は図版番号に対応）
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15－19

写真20　境内施設建設に伴う出土遺物（3）
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写真21境内施設建設に伴う出土遺物（4）
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写真22　境内施設建設に伴う出土遺物（5）（番号は第18図に対応）
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写真23　境内施設建設に伴う出土遺物（6）（番号は第19図に対応）
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第2章　調査に至る経緯と経過
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写真24　境内施設建設に伴う出土遺物（7）（番号は第20図に対応）
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第2章　調査に至る経緯と経過

写真25　境内施設建設に伴う出土遺物（8）（番号は第21図に対応）
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第2章　調査に至る経緯と経過
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写真26　拝殿建設に伴う出土遺物（1）（白磁）（本書42・60P参照）
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写真27　拝殿建設に伴う出土遺物（2）（青磁）（本書42・60P参照）
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第2章　調査に至る経緯と経過
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写真28　拝殿建設に伴う出土遺物（3）（青花）（本書42・60P参照）
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写真2g　拝殿建設に伴う出土遺物（4）（肥前系磁器）（本書42・60P参照）
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第2章　調査に至る経緯と経過
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写真30　拝殿建設に伴う出土遺物（5）（肥前系陶器）

写真31拝殿建設に伴う出土遺物（6）（宝器系陶器）
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